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請負単価の低下・上昇難

１．    景気動向

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

　今回の調査によるＤＩ値（好転と回答した数から悪化と回答した数を引いた値）は、卸売業の「業況」だけが前回に比
べてマイナスポイントが増加したものの、それ以外の業種では全てマイナスポイントは減少しており、徐々に回復基調の
兆しが見られてきている。また、来期の見通しとして卸売業、サービス業で大幅な改善が見込めると予測している企業の
割合が高く、商業関係を中心に景気回復が期待されるところである。

売 上 高

今期は新入学シーズ
ンに伴う物品購入等の
季節的な要因で個人消
費が伸びたこともあ
り、売り上げ、採算、
業況とも大幅な改善が
見られたが、資金繰り
については依然厳しい
状況が続いている。

また、来期の見通し
では、中元商戦を前に
しても個人消費の購買
意欲が今ひとつ伸び悩
みの感じがあり、厳し
い見方が強く残ってい
る。

大型店等への消費購
買力の流出対策も必要
だが、消費者ニーズに
あった店づくり、品揃
えの取り組みが今後の
課 題 と 思 わ れ る 。

歓送迎会やＧＷなど
による利用者の増加か
ら、全体的に大幅な改
善が見られ、資金繰り
については、４年３ヵ
月ぶりにＤＩ値がマイ
ナスを脱却し改善して
いる。

今後は、原油価格の
高騰による需要の停滞
が懸念されるが、夏休
みのレジャーやお盆な
どの帰省に向けて利用
者の増加への期待感か
ら、全体的に改善の方
向にある。利用者に対
するサービスの向上に
向けた努力が必要と思
わ れ る 。

まあまあ 不振

　前期に比べ売上高、
採算、資金繰りに改善
が見られた。特に採算
では大幅な改善が見ら
れ、来期への見通しを
全体的に明るくしてい
る大きな原因となって
いる。その一方で業況
は悪化しており、前述
の改善傾向とあわせて
考えるならば、勝ち
組、負け組といった企
業の二極化が、より
はっきりしてきたよう
に思われる。
また来期への見通しは
全体的に改善傾向であ
り、全国的にも景気回
復の兆しが見え始めて
いる。地方では依然と
して厳しい業況は続く
ものと思われるが、時
代にあったビジネスモ
デルの再構築など経営
努力しだいでは、機会
がめぐってくる所まで
景気が回復しつつある
ようである。

＊表中の天気図はＤ・Ｉを以下のように分類したものです。

　当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

前期に比べＤＩのマ
イナス値は、ほぼ横ば
いで推移している。し
かしながら、依然とし
て業種間、企業間で格
差があり未だ不況から
は完全に脱しきれてい
ない状況が続いてい
る。今回の特徴とし
て、回答のあった６５
社のうち１７社が工場
建物、生産設備を今期
投資する等、来期以降
に向けて明るい材料も
増えてきている。経営
を取り巻く問題点とし
て、今回新たに「製品
ニーズの変化への対
応」が上位にあげられ
ており、各企業の技術
力が問われていると言
える。全体としては、
急激に景況が悪化する
とは考えられないが、
厳しい状況に変わりは
ないと思われる。

依然として業況は、
ＤＩ値がマイナスで推
移しているが、前期に
比べてそのマイナス値
は２０ポイント改善さ
れており、季節的要因
もあると思われるが順
調に回復傾向になって
きている。一方で、受
注は増えているが請負
単価の低下・上昇難等
の問題により、「採
算」と「業況」面でや
や苦しい経営を強いら
れている。また、「材
料仕入単価」の上昇が
大きな問題となってお
り、今後もこの傾向は
しばらく続くものと思
われる。

とくに好調 好調  きわめて不振

　業種別
コメント

（50≦ＤＩ）

官公需要の停滞
製品ニーズの変化への
対応

製品（加工）単価の低下・
上昇難

大企業の進出による競
争の激化

民間需要の停滞


